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あだちの里 法人ニュース 

〒121-0813 東京都足立区竹の塚七丁目 19 番 7 号 

TEL 03（5831）1721  FAX 03（5831）1720 

MAIL： a-jimkyoku@a-sato.or.jp 

HP：https://a-sato.or.jp/ 

  
2P-5P あだちの里法人ニュース記念すべき 100号到達プレイバック  
6P     30周年イベント開催報告～西伊興ひまわり園～ 
7P    法人設立 30周年記念地域向けイベントの実施について/SDGsの取り組み、イベントのお知らせ 
8P    内定式報告/あだちの里の後援会について 

秋号 
 
 

 

第 101号 
 

令和 8年 10月 吉日 

 
 

 

法人設立 30周年職員向けイベントを 3月 19日・20日の 2日間実施。多数の職員が参加し、この
30年の頑張りを称え、これから先もこの多くの仲間で一緒に頑張っていくことを皆で決意を共有しました︕ 
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 あだちの里は 1996 年 3 月 18 日の法人設立から 30 年間の歩みの中で、あだちの里の取り組みを発信
する法人ニュースが前回号で 100 号を迎えました。これも皆様の支えがあったからこそだと感じております。あり
がとうございます。そこで今回はあだちの里の印象的な出来事があった紙面とともに歴史を振り返ります。 
 
 
 

あだちの里法人ニュース 記念すべき 100号到達プレイバック 

～ 法人ニュースの始まり ～ 
1998(平成 10)年 7月から「法人ニュース

ひまわり」というタイトルで、両面発行でスタート
しました︕ 

～生活の場と働くを支える 
あだちの里の一歩～ 

1998(平成 10)年 12月に都営住宅の
中に東京都のモデルケース第１号の生活
寮(グループホーム)がオープンしたことを報告
するとともに、1999(平成 11)年 2 月には
民間住宅を借用し第 2号の生活寮の紹介
がされていました。 
また 1998(平成 10)年秋から知的障害者
の働く就労援助事業がスタート。3 名のご
利用者が曙ひまわり作業所にて実習訓練
を実施しました。 
 

 

 

1999年 1998年 
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～法人宣言に込めた、あだちの里の理念～ 
 

2000(平成 12)年 6 月の社会福祉法施行を
受け、あだちの里では、ご利用者やご家族の声に
適切に対応するため、第三者委員を含む苦情解
決体制を整備されたことが 17 号に記載されてお
り、さらに、支援費制度への移行を 2003(平成
15)年に控えた、2002(平成14)年発行の18号
では「法人宣言」を掲げ、人権尊重を基本に、利
用者主体の自立支援、情報公開、地域に開かれ
た施設運営を明文化。制度が大きく変わる中で、
「地域で障がいのある方の自立を支える」という
法人の使命と進むべき方向を明確にしました。 
 
 

～2003年 支援費制度スタート 
    「措置」から「契約」の時代へ～ 

2003(平成 15)年、障害福祉サービスに支援費制度
が導入されました。行政が利用先を決定する「措置制度」
から、ご利用者自身がサービスを選び“契約”する仕組み
へと大きく転換し、ご利用者の自己決定が尊重される時
代が始まりました。あだちの里でも、利用者主体の支援を
より一層推進するとともに、ショートステイの定員拡充や居
宅介護サービス事業の開始など、地域生活を支えるサー
ビスの充実を進めました。また、この制度改革にあわせて
職員の呼称も「指導員」から「支援員」へ変更され、「教え
る立場」から「ご利用者に寄り添い、生活を支える立場」
へと支援の考え方も大きく変化しました。 
 

 

2003年 2002年 

 100号の紙面の中には、あだちの里の歩みとともに、その時代の障がい福祉の姿も刻まれておりました。法律や
制度が整備され、さまざまな福祉サービスが生まれ、障がいのある方を取り巻く環境も少しずつ変化してきまし
た。 
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～法人設立 10周年 
法人の想いを言葉に～ 

2005(平成 17)年に法人設立 10 周年を迎
え、10 年間で通所施設やグループホームなど事業
を拡大し、地域の障がい福祉を支える法人へと成
長しました。この年には東京都内で唯一、国の採
択を受けた 24時間対応施設「希望の苑」の整備
計画が進められ、障がいのある方の地域生活を支
える新たな拠点づくりが始まりました。さらに、翌
2006(平成 18)年の障害者自立支援法施行を
控え、法人の使命を改めて見つめ直し、 
「障がい者が地域と共に 笑顔で生活できるよう 
私たちは応援します」 
という法人のミッションを掲げました。これは障がいの
ある方やご家族、地域住民、職員それぞれの思い
を込めた言葉として、現在につながる法人運営の
礎となりました。 
 
 

～みんなが知っている“ひまわり”の誕生～ 
 

2006(平成 18)年、法人のシンボルマー
クとカラーが正式に決定しました。また、新た
に開設する 24 時間施設を「希望の苑」、
既存施設と新施設を含めた総称を「竹の塚
総合支援センター」とすることが発表されまし
た。障がいのある方が「いつでも・誰でも」利
用できる地域福祉の拠点を目指し、法人の
理念や将来像を形にした節目の年となりま
した。 
 

  

2006年 2005年 
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～「ワーク・ライフ・バランス」認定企業 
東日本大震災支援～ 

職員が「仕事」と「仕事以外の生活(子育て・介
護・地域活動・自己啓発等)」を両立できる職場づく
りを推進し、その取り組みが評価され、足立区より
「ワーク・ライフ・バランス企業」の認定を受けました。
職員一人ひとりが働きやすい環境を整えることで、仕
事への意欲向上とサービスの質の向上を目指す取り
組みが始まりました。また 2011(平成 23)年 3 月
11 日に発生した東日本大震災への支援活動と法
人の地域福祉の取り組みが大きく取り上げられてい
ました。東日本大震災発生時、法人はご利用者の
安全確保を最優先に対応するとともに、義援金約
58 万円を被災地へ寄付し、職員を宮城県へ派遣
して瓦礫撤去や福祉施設支援活動を行いました。
また、避難者の受け入れや被災地へのパンの提供
など、法人全体で復興支援に取り組みました。 
 
 
 

～コロナ禍の取り組み～ 
 
新型コロナウイルス感染症の影響により、園祭や

地域交流会など多くの行事が中止となる中、あだち
の里では「地域における公益的な取組」を改めて見
つめ直しました。社会福祉法人は、福祉の専門性
や施設、人材などを活かして、地域で暮らす方々の
困りごとや福祉課題にも目を向ける役割がありま
す。そこで、法人公益的取組委員会を中心に、地
域のニーズを把握し、地域とのつながりを維持するた
めの活動を検討しました。 その取り組みの一つとし
て、法人全施設で地域清掃活動を開始。職員が
地域に出向き、清掃や見守り活動を行うことで、地
域住民との交流につなげました。活動を継続する中
で、「ありがとう」と声を掛けられる機会も増え、地域
に根差した法人としての役割を再確認する機会とな
りました。 
 
 

  

2021年 2011年 



あだちの里 法人ニュース夏号 №101 
 

6 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 30周年イベント開催報告～西伊興ひまわり園～ 
1996年(平成 8)年 3月 18日の法人設立から 30年を迎えることができました。今年度は、各施設で

30 周年記念イベントを開催します。あだちの里 30 周年記念イベントの幕開けとして、9 月 19 日（土）
西伊興ひまわり園にて記念イベントが開催されましたので、当日の様子をご報告いたします。 

  曇り空から小雨に変化する天候でしたが、約 100 名弱のお
客様にご来場いただきました。 
 最初にご来場いただいた地域の方から「記念パンはあります
か︖」と声をかけられました。手にはポスティングしたチラシをお
持ちになっており、このイベントをとても楽しみにしていただいてい
ることを肌で感じることができました。 
 今回の西伊興ひまわりマルシェの目玉は、綾瀬ひまわり園べ
ーくのパン販売と、西伊興ひまわり園の自主生産品のドライフ
ルーツ販売でした。200 個あったパンは、イベント終了時には
完売し、ドライフルーツも多くのお客様に手に取っていただくこと
ができました。季節限定販売の「梨」は特に人気でした。 

記念パン ウェットティッシュ 

エアー看板 と 垂れ幕 

法人設立から 30周年までのパネル展示 

 子ども向けイベントとして、射的とスーパーボールす
くいを用意しました。イベント終わりに、親子連れの
自転車に乗って早速射的の景品の駄菓子を嬉しそ
うに食べていたお子さんが印象的でした。気温が涼
しかったのですが、かき氷もお子さんに大人気でし
た。休憩場所として開放している食堂に、法人設
立から 30 周年までのパネル展示とテレビで記念動
画を上映して、多くの方に観て頂きました。 

 冒頭のチラシを手にされていたお客様は、たくさんのパ
ンをご購入いただき、「記念パンも無事にいただけまし
た」と嬉しそうにお話しされていました。 
 いつも支えてくださる地域の皆さまに微力ながらも感
謝を伝えるイベントになりました。ご来場いただき、誠に
ありがとうございました。   

パンとドライフルーツの販売の様子 
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の取り組み、イベントのお知らせ 

法人設立        記念 地域向けイベントの実施について 

ローソンの「FOOD GOOD SMILE」を通じ
て、当法人でグループホームを運営するあだち
の里地域生活支援センターへお米とおにぎりの
ご寄付をいただきました。いただいたお米は、ご
利用者の夕食や朝食として大切に活用させて
いただきました。 
ありがとうございま 
した。 

9/19 
(土曜日) 

西伊興ひまわりマルシェ 
11︓00～       西伊興ひまわり園 

10/1 
(木曜日) 

地域交流祭 
10︓00～       西新井ひまわり工房 

10/9 
(金曜日) 

地域感謝祭 
13︓30～       綾瀬なないろ園 

10/18 
(日曜日) 

地域交流祭 
10︓00～       竹の塚施設(竹の塚ひまわり園、竹の塚福祉園、希望の苑) 

 10/25 
(日曜日) 

とんがりぼうしカーニバル 
10︓00～       谷在家施設(谷在家福祉園、谷在家福祉作業所、谷在家ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ) 

11/14 
(土曜日) 

地域交流デイ 
10︓00～       江北ひまわり園、あだちの里相談支援センター 

10/30 
(金曜日) 

ハロウィン地域交流祭 
14︓00～       梅田ひまわり工房 

11/29 
(日曜日) 

さんさんフラワーフェスティバル 
10︓00～       綾瀬ひまわり園 

地域の皆さんに向
けて、各施設でお
祭りを開催します︕ 
皆さまのご来園お
待 ち し て お り ま
す︕︕ 

11/14㈯ 
2026みんなでボッチャ 

～あだちの里パークフェスタ～ 
in たけのつカー&パーク 

(竹ノ塚駅高架下) 
障がい者スポーツでも人気のボッチャ体験会
やあだちの里の施設でご利用者が自主生産
品として作っているパンやドライフルーツなどの
販売も行います︕ ※雨天時はプログラムの変更あり 



あだちの里 法人ニュース夏号 №101 
 

8 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

ご賛同お願いいたします 
特別会員︓1口 10,000円 
一般会員︓1口  2,000円 
※ご賛同いただける場合は、 

下記の受付窓口までご連絡をお願いいたします。 

綾瀬後援会  会長 大池 勝巳 
受付窓口    綾瀬ひまわり園 

03（3629）3231 

竹の塚後援会 会長 國井 幹雄 
受付窓口    竹の塚ひまわり園 
          03（5831）1721 

谷在家後援会 会長 浅香 孝子 
受付窓口    谷在家障がい福祉施設 
          03（3853）0632 

【 お問い合わせ 】 

あだちの里の後援会について 

 あだちの里が運営する施設の活動の充実、行事の運営、ご
利用者の地域での活動支援などのために、綾瀬・竹の塚・谷在
家と 3 つの後援会からご支援いただいています。 
今後ともご利用者一人ひとりの「やってみたい」が、地域の中

で温かく育まれていくよう、ご支援をよろしくお願いいたします。 
 
 
 

内定式報告 

 10月 1日(木)、2027年度入職予定者の内定式を開催いたしました︕ 
内定証書を受け取る皆さんの表情には、少し緊張しながらも、これから始まる新しい生活への期待が感じら
れました。式の後には交流の時間もあり、自己紹介や内定者同士の会話を通して、少しずつ緊張もほぐれて
いく様子が伺え、笑顔もたくさん見られました。 
春からは、あだちの里の新しい仲間として、それぞれの場所でご利用者の皆さんと出会っていきます。 
「やってみたい」と思う気持ちも、「ちょっと不安だな」と思う気持ちも大切にしながら、一緒に成長していけたらと
思います。 
新しい仲間との出会いを、職員一同楽しみにしています︕ 
 
 
 


